
関

連

事

項

①

学
校
参
観
記

4
 と

ぞ 学
術
実
地
指
導

『
読
売
新
聞
』
（
明
治
三
十

一
年
七
月
十
八
日
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

0
美
術
學
校
生
徒
の
旅
行

美
術
學
校
四
年
級
の
生
徒
一
同
ハ
卒
業
製
作
の
参
考
と
し
て
半
官
費
旅
行
を
許
さ
れ

二
週
間
我
國
美
術
の
淵
源
た
り
し
京
都
奈
良
を
巡
覧
す
る
都
合
に
て
教
師
一
名
附
涼

ひ
去
る
十
五
日
出
稜
し
た
り
、
但
し
學
校
よ
り
ハ
一
名
に
つ
き
六
回
っ
4

支
給
す
る

美
術
学
校
騒
動
と
生
徒

明
治
三
十
一
年
の
退
学
者
数
は
計
四
十
一
名
で
、
例
年
に
な
く
多
い
。
退
学
の
中
に

は
病
気
退
学
、
除
名
退
学
も
含
ま
れ
る
が
、
本
年
の
場
合
、
岡
含
校
長
の
辞
職
お
よ
び

教
官
の
連
袂
辞
職
と
関
係
の
あ
る
退
学
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
日
本
画
科

（
第
一
年
1
研
究
科
）
で
は
二
十
五
名
の
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

3
 

袴

名

称

紺
地

Iレ 質

長
サ
靴
踵
ノ
上
際
二
止
マ
ル

大
サ
寛
闊

物
入
両
股
二
各
一
個
ヲ
附
ス

（
「
韮
明
治
四
十
四
五
一
い
教
務
内
規
、
諸
規
定
書
類
教
務
掛
」
よ
り
。
別
紙
の
図
は
欠
損
）

◎

美

術

學

校

桂

陵

生

啓
上
、
昨
日
一
寸
美
術
學
校
参
観
仕
候
、
上
野
の
山
の
一
隅
に
動
物
園
と
圏

書
舘
と
の
御
隣
に
位
し
候
が
、
乃
ち
極
東
美
術
帝
園
の
其
又
本
家
本
元
た
る

美
術
學
校
に
御
座
候
。
さ
れ
ど
其
の
建
物
の
頗
る
古
び
て
其
慮
此
慮
壁
の
剥

げ
落
ち
た
る
な
ど
、
天
平
時
代
の
壁
模
様
と
申
さ
ば
そ
れ
ま
で
な
れ
ど
、

一

國
美
術
の
兎
も
角
も
本
家
と
し
て
は
少
し
く
如
何
と
存
ぜ
ら
れ
候
。

案
内
せ
ら
る
A

ま
4

に
つ
い
て
参
り
候
慮
、
最
初
は
豫
科
の
箱
聾
教
室
の
よ

し
に
て
、
衣
桁
様
の
も
の
に
古
聾
を
プ
ラ
下
げ
て
廿
名
程
の
生
徒
頻
り
に
臨

摸
致
し
居
り
候
、
中
に
は
横
幅
の
布
き
篤
し
を
な
し
て
居
り
候
も
の
も
有
之

候
ひ
き
。
此
の
教
室
の
受
持
教
師
は
西
郷
孤
月
、
菱
田
春
草
の
二
氏
の
よ

し
、
小
生
の
参
り
候
時
は
生
憎
御
出
で
遊
ば
さ
れ
ず
、
生
徒
の
多
敷
も
火
鉢

を
園
み
て
何
か
雑
話
に
耽
り
居
ら
れ
候
。
夫
よ
り
二
階
へ
参
り
候
慮
、
此
慮

は
給
聾
本
科
三
教
室
の
よ
し
、

川
端
玉
章
氏
室
の
一
隅
に
端
座
し
て
何
か
揮

奄
致
し
居
ら
れ
、
七
八
名
の
生
徒
は
或
は
筆
を
走
ら
す
も
あ
り
、
或
は
箱
の

具
を
解
け
る
も
あ
り
、
豫
科
よ
り
は
ズ
ッ
ト
高
尚
な
虞
を
や
り
居
ら
れ
候
。

室
は
長
方
形
の
西
洋
室
へ
昼
を
敷
き
て
半
ば
日
本
風
に
致
し
、
中
央
に
一
段

低
く
通
路
を
開
き
候
も
の
に
御
座
候
。
小
生
は
じ
め
は
音
の
廊
下
に
て
雨
端

に
列
ね
ら
れ
候
霊
は
箪
に
陳
列
せ
ら
れ
た
る
ま
で
と
存
じ
候
ひ
し
に
、
其
慮

製

式

如

図
形

状
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に
居
ら
る
A

が
川
端
先
生
に

て、

此
虞
が
箱
聾
の
第
一
一
一
教
室
な
り
と
申
さ
れ

候
時
は
、
少
々
面
喰
ひ
申
候
。
な
に
様
、
教
室
そ
れ
自
身
が
既
に
斯
の
如
く

に
御
座
候
故
、
其
の
中
よ
り
生
ま
れ
出
で
た
る
製
作
の
時
々
奇
々
怪
々
満
都

の
耳
目
を
驚
か
せ
候
も
亦
無
理
な
ら
ぬ

こ
と
と
存
候
。

橋
本
雅
邦
氏
の
撥
営
せ
ら
る
A

第
二
教
室
は
奥
の
二
階
に
有
之
候
て
、
豫

科
籍
聾
の
教
室
の
如
く
、

一
面
に
昼
を
敷
き
つ
め
て
四
面
に
様
々
の
畳
を
掛

け
、
生
徒
は
そ
の
前
に
座
し
て

一
生
懸
命
研
究
致
し
居
り
候
、
但
し
そ
の
大

半
は
矢
張
り
火
鉢
を
園
ん
で
煙
草
を
ふ
か
し
居
り
候
も
の
に
御
座
候
。

凡
て

生
徒
は
一
年
生
も
二
年
生
も
悉
<
-
教
室
に
集
ま
つ

て
随
意
に
研
究
致
し
候

も
の
4

よ
し
、
只
此
の
教
室
の
み
は
三
年
生
、
四
年
生
の
た
め
に
別
に
一
教

室
を
設
け
、
四
五
人
の
生
徒
矢
張
り
火
鉢
に
か
ぢ
り
つ
き
居
り
、
雨
方
の
壁

に
は
既
成
品
や
ら
未
成
品
や
ら
立
て
か
け
ら
れ
、
去
秋
共
進
會
に
て
見
か
け

た
る
物
も
大
分
有
之
候
ひ
ぎ
。

彫
刻
科
も
矢
張
り
第
一

、
第
二
、
第
三
の
三
教
室
に
分
か
れ
居
り
、
他
に

豫
科
生
の
彫
塑
教
室
有
之
候
、
生
徒
の
敷
も
箱
聾
に
比
し
て
半
ば
ほ
ど
も
無

之
、
趾
雑
な
る
度
は
之
に
本
増
し
て
甚
し
く
御
座
候
。
石
膏
像
や
ら
木
彫
像

や
ら
、
造
り
か
け
の
も
の
も
有
之
、
成
る
に
垂
ん
と
し
た
る
も
の

A

有

之

候
、
其
の
第
二
教
室
と
覺
え
候
が
、
恰
も
芝
居
に
て
能
く
見
受
け
候
如
く
、

室
内
に
特
別
に
又
日
本
風
の
室
を
設
け
、
段
を
踏
み
障
子
を
明
け
て
這
入
り

候
慮
、
仲

々
興
味
あ
る
こ
と
に
御
座
候
。

闘
案
科
は
此
慮
よ
り
長
ぎ
廊
下
を
通
り
て
参
り
候
へ
ば
、
別
棟
の
建
物
有

之
、
之
れ
ば
か
り
は
梢
々
建
物
ら
し
ぎ
建
物
に
御
座
候
、
何
と
か
申
さ
れ
候

教
師
志
き
り
に
籠
の
中
の
鳩
を
寓
生
し
居
ら
れ
、
次
の
室
に
て
生
徒
諸
氏
は

机
に
向
つ
て
様
々
な
る
圏
按
を
或
は
摸
寓
し
或
は
研
究
致
し
居
ら
れ
候
、
此

（
明
治
―
―
―
十
一
年
一
月
二
十
一
日

『
国
民
新
聞
』
）

て、

寧
ろ
彼
等
の
胤
雑
な
る
を
悦
ぶ
者
に
御
座
候
、
早
々
敬
具
。

の
教
室
の
み
は
遊
ん
で
居
り
候
も
の
極
め
て
少
敷
に
御
座
候
ひ
し
が
、
何
と

な
く
麹
町
あ
た
り
の
縫
取
屋
の
様
の
心
地
致
し
候
、
何
慮
か
縫
取
屋
か
自
分

に
も
解
り
不
申
れ
ど
、
小
生
は
不
蘭
か
く
考
へ
起
し
候
、
そ
れ
よ
り
又
廊
下

を
渡
り
て
講
堂
の
傍
ら
。ハ
ノ
ラ
マ
様
の
建
物
の
中
に
参
り
候
、
此
が
前
年
新

設
さ
れ
た
る
西
洋
聾
の
教
室
に
御
座
候
。

最
初
に
二
階
の
教
室
へ
赴
ぎ
候
虞
、
生
徒
二
三
名
、
藤
島
武
二
氏
教
師
と

し
て
十
六
七
の
小
柄
な
モ
デ
ル
が
一
隅
に
立
ち
居
り
候
、
但
し
裸
体
に
は
無

〔か〕

之
、
既
に
乎
将
に
乎
、
存
じ
申
さ
ゞ
れ
ど
趾
し
が
つ

て
顔
を
隠
し
居
り
候

故
、
小
生
も
早
々
階
下
に
降
り
申
候
、
階
下
に
は
二
個
の
教
室
有
之
、
小
さ

き
方
に
て
は
彫
像
や
ら
古
聾
や
ら
を
志
き
り
に
摸
窟
致
し
居
り
、
大
な
る
方

に
て
は
十
五
六
人
の
生
徒
、
筋
骨
退
し
き
男
の
モ
デ
ル
を
寓
し
居
り
候
、
勿

論
員
裸
鉢
に
て
一
段
高
き
慮
に
立
ち
居
り
候
、
但
し
陰
部
は
布
に
て
掩
ひ
居

り
候
。
四
邊
の
壁
に
は
様
々
の
裸
鉢
鸞
隙
間
も
な
く
掲
げ
ら
れ
候
、
皆
生
徒

の
製
作
の
よ
し
、
中
に
は
是
れ
で
も
人
問
か
と
思
は
れ
候
も
の
も
御
座
候
ひ

ぎ
。
尚
他
に
彫
金
科
、
鍛
金
科
、
錨
金
科
、
漆
工
科
等
有
之
候
よ
し
な
れ

ど
、
案
内
致
し
候
人
が
非
常
に
忙
し
き
様
子
故
、
亦
後
日
を
期
し
て
蹄
り
来

り
候
。ホ

ソ
に
一
寸
素
通
り
致
し
候
事
故
、
詳
し
く
は
存
じ
申
さ
ゞ
れ
ど
、
美
術

學
校
生
徒
全
鉢
一
言
以
て
之
を
申
さ
ば
、
只
嵐
雑
の
外
に
出
づ
ま
じ
と
存

候
。
さ
れ
ど
胤
雑
は
乃
ち
自
由
の
研
究
を
意
味
す
る
も
の
に
て
、
自
由
の
研

究
は
や
が
て
大
な
る
焚
逹
を
導
き
申
す
べ
く
候
。

小
生
は
此
の
考
よ
り
し
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